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＝ 改定履歴 ＝ 

【初版】令和 2 年 4 月 22日 

【二版】令和 2 年 4 月 27日 

・労災レセ電データ提出時の注意事項を赤枠内に追記しました。（5 頁） 

・レセプト「画像診断」説明文に「記載不要となったため」の文言を追記しました。（11 頁） 

   「令和２年４月診療分以降は記載不要となったため、自動記載を取り止めます。」 

【三版】令和 2 年 5 月 7 日 

  ・エラーコード 4800のＡＳＰチェックについて、国保は令和２年８月審査分から実施される 

事を追記しました。（3 頁） 

  ・令和 2 年 5 月 7 日のマスタ更新データ提供により、保険番号０９３の制度名及び短縮制度 

名が変更となり、保険番号０９３の短縮制度名の表記を（新型コロナ）から（ＰＣＲ検査） 

に変更しました。又、標準提供の診療報酬請求書（総括表）の公費負担医療欄の集計につ 

いて、【注意事項】を追記しました。（15 頁） 

【四版】令和 2 年 5 月 26日 

  ・新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養及び自宅療養における公費負担医療 

   の提供に係る費用の請求に関するレセプト記載（記録）対応を行いました。（14,15 頁） 

【五版】令和 2 年 6 月 25日 

  ・選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応を行いました。（医保分のみ） 

（16 頁～20 頁） 

【六版】令和 2 年 7 月 27日 

  ・選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応を行いました。 

   （労災・自賠責・公害分）（16 頁～20 頁） 

  ・疾患別リハビリテーション料の疾患名の記載（記録）方法を修正しました。（18 頁～20 頁） 

【七版】令和 2 年 8 月 26日 

・疾患別リハビリテーション料の治療開始年月日及び疾患名の自動記載（記録）に関して、 

   説明を補足しました。（16,17 頁） 

【八版】令和 2 年 9 月 24日 

  ・選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応（追加対応）を行いました。 

（21 頁～24 頁） 
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診療報酬明細書（レセプト）対応 

 

令和２年４月２２日提供のプログラム更新及びマスタ更新を行うことにより、令和２年度の診療報

酬改定（記載要領）に対応した診療報酬明細書（レセプト）及びレセプト電算提出用データの作成

が可能となります。 

 

 

【対応内容】 

 

１．「42 明細書」「44 総括表・公費請求書」の画面表示メッセージ 

パッチプログラム適用後は「42 明細書」「44 総括表・公費請求書」の画面に表示される 

メッセージが以下のように変わります。 

表示されたメッセージを確認することで、令和２年度の記載要領に対応したパッチプログラム 

が適用済みであるか判断する事が可能です。 

 

 

 

２．レセプト電算データの記録条件仕様変更対応（和暦から西暦への変更） 

  令和２年４月２２日提供パッチ適用後に「42 明細書」で作成処理を行ったレセプト（診療 

年月に関係なく）については、レセプト電算提出用データの以下の記録項目が西暦での記録 

となります。 

【注】令和２年４月２２日提供パッチ適用前に「42 明細書」で処理を行ったレセプトは 

診療年月に関係なく、和暦での記録となります。 

 

 

 

 

 

 

 令和２年３月２４日 

提供パッチ未適用 

令和２年３月２４日 

提供パッチ適用後 

令和２年４月２２日 

提供パッチ適用後 

42 明細書 メッセージ表示なし ＜重要 令和２年４月診療 

分以降のレセプトは対応作 

業中てす。対応プログラム 

提供をお待ちください。＞ 

＜令和２年度記載 

要領対応プログラム

適用済＞ 

44 総括表・公費

請求書 

メッセージ表示なし ＜重要 令和２年４月診療 

分以降のレセ電作成等は対 

応作業中てす。対応プログ 

ラム提供をお待ちくださ 

い。＞ 

＜令和２年度記載 

要領対応プログラム

適用済＞ 

【レセ電ビューアについて】 

年月等が西暦記録されたレセプト電算提出用データの確認にレセ電ビューアを使用される

場合は、ver2.2.8 のレセ電ビューアをインストールして使用してください。 

レセ電ビューアの詳細については下記サイトを参照してください。 

http://www.orca.med.or.jp/receipt/use/jma-receview.html 
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【医保レセプト電算データ】 

  西暦での記録となる項目 

・医療機関情報レコード（レコード識別：ＩＲ） 

 （８）請求年月（５バイト→６バイト） 

・レセプト共通レコード（レコード識別：ＲＥ） 

 （４）診療年月（５バイト→６バイト） 

 （７）生年月日（７バイト→８バイト） 

 （９）入院年月日（７バイト→８バイト） 

・傷病名レコード（レコード識別：ＳＹ） 

 （３）診療開始日（７バイト→８バイト） 

※項目名の前にある（ ）はレコード内の記録位置です。 

 

（例）外来  

   ・患者番号 01625 令和２年４月診療分 

（令和２年４月２２日提供パッチ適用後にレセプト作成処理を実行） 

   ・患者番号 01627  令和２年３月診療分（月遅れ請求） 

                     （令和２年４月２２日提供パッチ適用前にレセプト作成処理を実行済み） 

 

   IR,1,13,1,1311111,,ＯＲＣＡ病院,202005,00,03-1234-5678 

RE,1,1112,202004,日医 太郎,1,19651010,,,,,,,01625,,（省略） 

HO,01130012,１１１１１１１１,２２２,1,356,,,,,,,,, 

SY,4609008,20200401,1,,,, 

SI,11,1,111000110,,288,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,80,1,120002910,,68,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

RE,2,1112,50203,日医 三郎,1,3420808,,,,,,,01627,,（省略） 

HO,01130012,５５５５５５５５,６６６,1,356,,,,,,,,, 

SY,4609008,5020321,1,,,, 

SI,11,1,111000110,,288,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,, 

SI,80,1,120002910,,68,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,, 

GO,2,712,99 

 

（例）入院  

   ・患者番号 01626 令和２年４月診療分 

（令和２年４月２２日提供パッチ適用後にレセプト作成処理を実行） 

 

IR,1,13,1,1311111,,ＯＲＣＡ病院,202005,00,03-1234-5678 

RE,1,1111,202004,日医 二郎,1,19660909,,20200315,,,,,01626,,（省略） 

HO,01130012,３３３３３３３３,４４４,30,45366,,90,57600,,,,,, 

SY,8290015,20200315,1,1066,,, 

SI,90,1,190200010,,,13,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,,,,,,（省略） 

SI,,1,190079670,,1621,13,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,,,,（省略） 

SI,90,1,190200010,,1429,17,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

SI,97,1,197000110,3,1920,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

SI,,1,197000810,3,1380,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

GO,1,45366,99 
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【医保分オンライン請求時のＡＳＰチェックについて】 

令和２年４月２２日提供のパッチプログラム（以降、４月２２日提供パッチという）が適

用されていない状態で「42 明細書」でレセプト処理、「44 総括表・公費請求書」から出

力されたレセプト電算提出用データ（以降、レセ電データという）については、オンライ

ン請求時に以下の確認メッセージが表示されます。（令和２年４月２０日動作確認時点） 

 

診療年月が和暦で記録されている場合の確認メッセージ例 

 エラーコード：4800 

 確認内容：以下の項目が和暦で記録されました。西暦に変換のうえ受け付けました。 

      レコード識別情報［ＲＥ］診療年月[50204] 変換後[202004] レセプト内 

      レコード番号[****] レコード内項目位置[0004] 

 

（５月７日追記） 

  エラーコード4800のＡＳＰチェックについて、国保は令和２年８月審査分より実施 

予定です。（５月７日公開のレセ電通信医にその旨の記載あり） 

 

オンライン請求では和暦記録を西暦に読み替えて受け付けられる事から上記のメッセージ

が表示されますが、４月２２日提供パッチが適用された状態で作成出力したレセ電データ

は、西暦での記録となることから、上記のメッセージが表示されることはありません。 

 

令和２年４月診療分以降のレセ電データで上記のメッセージが表示された場合は、４月２

２日提供パッチが適用されていない状態で作成されたレセ電データとなりますから、令和

２年度の記載要領等の対応が反映されてないものとなります。この場合は再度パッチ適用

状態を確認の上、「42 明細書」からレセプト再処理、「44 総括表・公費請求書」からレ

セ電データの再出力を行ってください。 

 

令和２年３月診療分以前を月遅れ請求する場合、４月２２日提供パッチが適用された状態

で「42 明細書」でレセプト再処理、「44 総括表・公費請求書」でレセ電データ作成を行

うと、日付等が西暦記録されたデータとなりますが、これについては令和２年度の記載要

領等の対応は関係無いことから和暦・西暦どちらの記録であっても問題ありません。 

 

【コンパクトディスク(CD－R)、マグネットオプティカルディスク(MO)による提出の場合】 

提出前にレセ電ビューア又は vi コマンド等により、提出するレセ電データの西暦での記録 

となる項目について、確認を行ってください。 
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【労災レセプト電算データ】 

  西暦での記録となる項目 

・医療機関情報レコード（レコード識別：ＩＲ） 

 （８）請求年月（５バイト→６バイト） 

・レセプト共通レコード（レコード識別：ＲＥ） 

 （７）生年月日（７バイト→８バイト） 

 （９）入院年月日（７バイト→８バイト） 

・労災レセプトレコード（レコード識別：ＲＲ） 

 （７）傷病年月日（７バイト→８バイト） 

 （10）療養期間－初日（７バイト→８バイト） 

 （11）療養期間－末日（７バイト→８バイト） 

・傷病名レコード（レコード識別：ＳＹ） 

（３）診療開始日（７バイト→８バイト） 

・労災診療費請求書レコード（レコード識別：ＲＳ） 

 （３）請求書提出年月日（７バイト→８バイト） 

※項目名の前にある（ ）はレコード内の記録位置です。 

 

 

（例）外来  

   ・患者番号 01625 令和２年４月診療分 

（令和２年４月２２日提供パッチ適用後にレセプト作成処理を実行） 

   ・患者番号 01627  令和２年３月診療分（月遅れ請求） 

           （令和２年４月２２日提供パッチ適用前にレセプト作成処理を実行済み） 

 

   IR,,13,1,1311111,,ＯＲＣＡ病院,202004,00,03-1234-5678 

RE,1,,,日医 太郎,1,19651010,,,,,,,01625,（省略） 

RR,1,1,3,,13101222222222,20200401,1,3,20200401,20200430,1,（省略） 

SY,8290015,20200401,,1066,,, 

RI,11,101110010,,,3820,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

RI,40,140000610,,,,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

RI,,101400020,,78,,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

RE,2,,,日医 三郎,1,3420808,,,,,,,01627,（省略） 

RR,1,1,3,,13101444444444,5020321,1,3,5020321,5020331,1,（省略） 

SY,8290015,5020321,,1066,,, 

RI,11,101110010,,,3820,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,, 

RI,40,140000610,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,, 

RI,,101400020,,78,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,, 

RS,2,20200510,13,01,1234567,1138621,（省略） 
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（例）入院  

   ・患者番号 01626 令和２年４月診療分 

（令和２年４月２２日提供パッチ適用後にレセプト作成処理を実行） 

 

   IR,,13,1,1311111,,ＯＲＣＡ病院,202004,00,03-1234-5678 

RE,1,,,日医 二郎,1,19660909,,20200315,,,,,01626,（省略） 

RR,1,1,2,,13101333333333,20200315,5,3,20200401,20200430,30,（省略） 

SY,8290015,20200315,,1066,,, 

RI,90,190200010,,,,13,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,,,,,,（省略） 

RI,,190079670,,,,13,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,,,,,,,,（省略） 

RI,,101900020,,1635,,13,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,,,,（省略） 

RI,90,190200010,,,,17,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

RI,,101900020,,1443,,17,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

RI,97,197000110,3,,,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

RI,,101970010,3,,2310,30,,,,,,,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,1,（省略） 

RS,2,20200510,13,01,1234567,1138621,（省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【労災オンライン請求時のＡＳＰチェックについて】 

労災レセプト電算提出用データ（以降、労災レセ電データという）については和暦での記

録であってもＡＳＰチェックによる確認メッセージが特に表示がされません。（令和２年

４月２７日動作確認時点） 

ですが、４月２２日提供パッチを適用後に「42 明細書」でレセプト処理、「44 総括表・

公費請求書」で労災レセ電データ作成を行った場合の日付記録は全て西暦での記録となる

ことから、これをもって令和２年度の記載要領等の対応が反映されたものである事が確認

できます。オンライン請求前にレセ電ビューア又は vi コマンド等で西暦での記録となる項

目について確認を行ってください。 

 

【コンパクトディスク(CD－R)、マグネットオプティカルディスク(MO)による提出の場合】 

オンライン請求時と同様、提出前にレセ電ビューア又は vi コマンド等により、提出する労

災レセ電データの西暦での記録となる項目について確認を行ってください。 
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３．レセプト「診療実日数」 

  (1).「113031310 地域包括診療料（情報通信機器）」 

   「113031410 認知症地域包括診療料（情報通信機器）」 

   の算定日は、実日数１日としてカウントします。 

 

 

４．レセプト「医学管理」 

  (1).「113029410 小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師）」 

      の算定がある場合、「113000810 小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目）」 

の初回算定日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000104"（小児特定第１回目カウンセリング 平成 年 月 日）又は 

    "840000604"（小児特定第１回目カウンセリング 令和 年 月 日）のコメント入力 

がある場合はコメントの自動記載は行いません。 

又、同一レセプトに「113000810 小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目）」 

    の算定がある場合は「113000810 小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目）」 

    に対してコメントの自動記載を行いますので、 

    「113029410 小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師）」にコメントの自動記載は 

行いません。 

 

 （例）４月１日に小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目）を算定 

    ４月９日に小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師）を算定 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

（例）４月１日に小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目）を算定 

    ５月９日に小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師）を算定 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13  ＊小児特定疾患カウンセリング料（医師）（月の１回目） 

 第１回目カウンセリング 令和 ２年 ４ 月 １日 

                   ５００×  １ 

＊小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師） 

                   ２００×  １  

13  ＊小児特定疾患カウンセリング料（公認心理師） 

 第１回目カウンセリング 令和 ２年 ４ 月 １日 

                   ２００×  １  
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(2).「113030470 遠隔モニタリング加算（ペースメーカー）」 

      の算定がある場合、「113030210 心臓ペースメーカー指導管理料（ペースメーカー）」 

の前回算定年月をレセプト摘要欄に自動記載します。 

 

 （例）４月１日に心臓ペースメーカー指導管理料（ペースメーカー）を算定 

    ７月１日に心臓ペースメーカー指導管理料（ペースメーカー）、 

         遠隔モニタリング加算（ペースメーカー）を算定 

 

  ７月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

(3).「113030570 遠隔モニタリング加算（植込型除細動器等）」 

      の算定がある場合、「113030310 心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器等）」 

の前回算定年月をレセプト摘要欄に自動記載します。 

 

 （例）４月１日に心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器等）を算定 

    ７月１日に心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器等）、 

         遠隔モニタリング加算（植込型除細動器等）を算定 

 

  ７月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

(4).「113031610 ニコチン依存症管理料１（２回目から４回目まで）（情報通信機器）」 

      の算定がある場合、「113008310 ニコチン依存症管理料１（初回）」の初回算定日を 

レセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000097"（初回算定 月 日）のコメント入力がある場合はコメントの 

自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日にニコチン依存症管理料１（初回）を算定 

    ５月１日にニコチン依存症管理料１（２回目から４回目まで）（情報通信機器）を算定 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

13  ＊心臓ペースメーカー指導管理料（ペースメーカー） 

 遠隔モニタリング加算（ペースメーカー） ２月 

 指導管理料前回算定年月 令和 ２年 ４月 

                   ８２０×  １  

13  ＊心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器等） 

 遠隔モニタリング加算（植込型除細動器等） ２月 

 指導管理料前回算定年月 令和 ２年 ４月 

                  １４８０×  １  

13  ＊ニコチン依存症管理料１（２回目から４回目まで）（情 

 報通信機器） 

 初回算定  ４月 １日       １５５×  １ 
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(5).「113030670 人工内耳機器調整加算（６歳未満）」 

  「113030770 人工内耳機器調整加算（６歳以上）」 

      の算定がある場合、前回算定年月日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   初回である場合は初回である旨をレセプト摘要欄に自動記載します。 

 

 （例）令和２年４月１日に高度難聴指導管理料（術後３月以内）、 

人工内耳機器調整加算（６歳未満）を算定 

    令和２年７月１日に高度難聴指導管理料（イ以外）、 

人工内耳機器調整加算（６歳未満）を算定 

令和２年１０月１日に高度難聴指導管理料（イ以外）、 

人工内耳機器調整加算（６歳以上）を算定 

令和３年４月１日に高度難聴指導管理料（イ以外）、 

人工内耳機器調整加算（６歳以上）を算定 

 

  令和２年４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

  令和２年７月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

  令和２年１０月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

  令和３年４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

  (6).「113017610 入院栄養食事指導料１（初回）」 

   「113017710 入院栄養食事指導料１（２回目）」 

   「113017810 入院栄養食事指導料２（初回）」 

   「113017910 入院栄養食事指導料２（２回目）」 

の算定がある場合、算定日をレセプト摘要欄に自動記載していましたが、令和２年４月 

診療分以降は不要となったため、自動記載を取り止めます。 

 

 

13  ＊高度難聴指導管理料（術後３月以内） 

 人工内耳機器調整加算（６歳未満） 

 （初回算定）           １３００×  １ 

13  ＊高度難聴指導管理料（イ以外） 

 人工内耳機器調整加算（６歳未満） 

 前回算定年月日 令和 ２年 ４月 １日 

                  １２２０×  １ 

13  ＊高度難聴指導管理料（イ以外） 

 人工内耳機器調整加算（６歳以上） 

 前回算定年月日 令和 ２年 ７月 １日 

                  １２２０×  １ 

13  ＊高度難聴指導管理料（イ以外） 

 人工内耳機器調整加算（６歳以上） 

 前回算定年月日 令和 ２年１０月 １日 

                  １２２０×  １ 
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  (7).「113032810 外来排尿自立指導料」 

の算定がある場合、「190219010 排尿自立支援加算」の初回算定日及び通算実施回数を 

レセプト摘要欄に自動記載します。 

※通算実施回数は排尿自立支援加算の初回算定日以降に実施した排尿自立支援加算及び 

外来排尿自立指導料を通算した回数で、当該月に実施されたものを含みます。） 

   ※同一剤に"840000097"（初回算定 月 日）又は"840000086"（通算実施回数（ 回）） 

    のコメント入力がある場合はコメントの自動記載は行いません。 

 

 （例）（入院）４月１日～５月１５日に入退院 

４月８日、１５日、２２日、２９日、 

５月６日、１３日に排尿自立支援加算を算定 

（外来）５月２０日、２７日、 

６月３日に外来排尿自立指導料を算定 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

  ６月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

５．レセプト「投薬」 

  (1).「120004410 処方料（向精神薬長期処方）」 

   の算定がある場合、「投薬」欄の処方の項へ該当点数を集計します。 

   摘要欄への記載は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13  ＊外来排尿自立指導料 

 初回算定  ４月 ８日 

 通算実施回数（ ８回）       ２００×  ２ 

13  ＊外来排尿自立指導料 

 初回算定  ４月 ８日 

 通算実施回数（ ９回）       ２００×  １ 
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６．レセプト「処置」 

  (1).「140060210 人工腎臓（慢性維持透析１）（４時間未満）（イを除く）」 

「140060310 人工腎臓（慢性維持透析１）（４時間以上５時間未満）（ロを除く）」 

「140060410 人工腎臓（慢性維持透析１）（５時間以上）（ハを除く）」 

「140060510 人工腎臓（慢性維持透析２）（４時間未満）（イを除く）」 

「140060610 人工腎臓（慢性維持透析２）（４時間以上５時間未満）（ロを除く）」 

「140060710 人工腎臓（慢性維持透析２）（５時間以上）（ハを除く）」 

「140060810 人工腎臓（慢性維持透析３）（４時間未満）（イを除く）」 

「140060910 人工腎臓（慢性維持透析３）（４時間以上５時間未満）（ロを除く）」 

「140061010 人工腎臓（慢性維持透析３）（５時間以上）（ハを除く）」 

   の算定がある場合、算定日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

 

 （例）４月１日に人工腎臓（慢性維持透析１）（４時間未満）（イを除く）を算定 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

40  ＊算定 １日 

 人工腎臓（慢性維持透析１）（４時間未満）（イを除く 

 ）                １７９８×  １ 

 

 

  (2).「140061210 心不全に対する遠赤外線温熱療法」 

の算定がある場合、「099400003 心不全に対する遠赤外線温熱療法開始日」の診療行為 

入力を元にして、治療開始日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000076"（治療開始日 月 日）のコメント入力がある場合はコメントの 

    自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日に心不全に対する遠赤外線温熱療法を算定 

    同日に心不全に対する遠赤外線温熱療法開始日を診療行為入力 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40  ＊心不全に対する遠赤外線温熱療法 

 治療開始日  ４月 １日       １１５×  １ 
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７．レセプト「検査」 

  (1).検査の項目数に応じて点数を算定する包括対象検査の分類に、令和２年４月より 

   「13 悪性腫瘍遺伝子検査（処理が容易なもの）」 

   「14 悪性腫瘍遺伝子検査（処理が複雑なもの）」 

   が追加となりました。対象検査の算定がある場合、【紙レセプトのみ】同日に算定した 

検査を同一剤にまとめ、レセプト摘要欄に記載します。 

   剤の先頭には「悪性腫瘍遺伝子検査（処理が容易なもの）（ 項目）」又は 

         「悪性腫瘍遺伝子検査（処理が複雑なもの）（ 項目）」を付加します。 

 

 （例）４月１日にＥＧＦＲ遺伝子検査（大腸癌）、Ｋ－ｒａｓ遺伝子検査（大腸癌）， 

ＢＲＡＦ遺伝子検査（肺癌）、ＢＲＡＦ遺伝子検査（リアルタイムＰＣＲ法） 

（悪性黒色腫）を算定 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

60  ＊悪性腫瘍遺伝子検査（処理が容易なもの）（２項目） 

 ＥＧＦＲ遺伝子検査（大腸癌）、 

 Ｋ－ｒａｓ遺伝子検査（大腸癌）  ４０００×  １ 

＊悪性腫瘍遺伝子検査（処理が複雑なもの）（２項目） 

 ＢＲＡＦ遺伝子検査（肺癌）、 

 ＢＲＡＦ遺伝子検査（リアルタイムＰＣＲ 

 法）（悪性黒色腫）        ８０００×  １ 

 

 

８．レセプト「画像診断」 

  (1).「170011710 ＣＴ撮影（イ、ロ又はハ以外）」 

   「170011810 ＣＴ撮影（１６列以上６４列未満マルチスライス型機器）」 

   「170012110 脳槽ＣＴ撮影（造影含む）」 

   「170015210 ＭＲＩ撮影（１又は２以外）」 

   「170020110 ＭＲＩ撮影（１．５テスラ以上３テスラ未満の機器）」 

   「170028610 ＣＴ撮影（４列以上１６列未満マルチスライス型機器）」 

   「170033410 ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）（その他）」 

   「170033510 ＭＲＩ撮影（３テスラ以上の機器）（その他）」 

   「170034910 ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）共同利用施設」 

   「170035010 ＭＲＩ撮影（３テスラ以上の機器）共同利用施設」 

の算定がある場合、実施日をレセプト摘要欄に自動記載していましたが、令和２年４月 

診療分以降は記載不要となったため、自動記載を取り止めます。 
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９．レセプト「その他」 

  (1).「120004610 処方箋料（向精神薬長期処方）」 

の算定がある場合、「その他」欄の処方せんの項へ該当点数を集計します。 

 

  (2).「180057410 精神科在宅患者支援管理料１（重度精神障害者）（単一建物１人）」 

「180057510 精神科在宅患者支援管理料１（重度精神障害者）（単一建物２人以上）」 

「180057610 精神科在宅患者支援管理料１（イ及びロ以外）（単一建物１人）」 

「180057710 精神科在宅患者支援管理料１（イ及びロ以外）（単一建物２人以上）」 

「180058010 精神科在宅患者支援管理料２（重度精神障害者）（単一建物１人）」 

「180058110 精神科在宅患者支援管理料２（重度精神障害者）（単一建物２人以上）」 

「180064010 精神科在宅患者支援管理料３（単一建物１人）」 

「180064110 精神科在宅患者支援管理料３（単一建物２人以上）」 

の算定がある場合、初回算定日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000097"（初回算定 月 日）のコメント入力がある場合はコメントの 

自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日に精神科在宅患者支援管理料１（重度精神障害者）（単一建物１人）を算定 

    ５月１日に精神科在宅患者支援管理料１（重度精神障害者）（単一建物１人）を算定 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

  (3).「180058710 依存症集団療法（ギャンブル依存症）」 

「188011810 医療観察依存症集団療法（ギャンブル依存症）」 

の算定がある場合、「099830105 依存症集団療法開始日（ギャンブル依存症）」の診療 

行為入力を元にして、治療開始日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000076"（治療開始日 月 日）のコメント入力がある場合はコメントの 

    自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日に依存症集団療法（ギャンブル依存症）を算定 

    同日に依存症集団療法開始日（ギャンブル依存症）を診療行為入力 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80  ＊精神科在宅患者支援管理料１（重度精神障害者）（単一 

建物１人） 

 初回算定  ４月 １日      ２５００×  １ 

80  ＊依存症集団療法（ギャンブル依存症） 

 治療開始日  ４月 １日       ３００×  １ 
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  (4).「180058650 経頭蓋磁気刺激療法」 

の算定がある場合、「099830106 経頭蓋磁気刺激療法開始日」及び 

「099830107 経頭蓋磁気刺激療法終了日」の診療行為入力を元にして、治療開始日及び 

治療終了日をレセプト摘要欄に自動記載します。 

   ※同一剤に"840000076"（治療開始日 月 日）のコメント入力がある場合は 

    治療開始日及び治療終了日共にコメントの自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日に経頭蓋磁気刺激療法を算定 

    同日に経頭蓋磁気刺激療法開始日を診療行為入力 

    ５月７日に経頭蓋磁気刺激療法を算定 

    同日に経頭蓋磁気刺激療法終了日を診療行為入力 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

10．レセプト「入院料加算」 

  (1).「190219010 排尿自立支援加算」 

の算定がある場合、初回算定日及び通算実施回数をレセプト摘要欄に自動記載します。 

※通算実施回数は当該月に実施されたものを含みます。 

   ※同一剤に"840000097"（初回算定 月 日）又は"840000086"（通算実施回数（ 回）） 

    のコメント入力がある場合はコメントの自動記載は行いません。 

 

 （例）４月１日～５月１５日に入退院 

    ４月８日、１５日、２２日、２９日、 

    ５月６日、１３日に排尿自立支援加算を算定 

 

  ４月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

  ５月レセプト摘要欄記載例 

 

 

 

 

 

 

 

80  ＊経頭蓋磁気刺激療法 

 治療開始日  ４月 １日      １２００×  １ 

80  ＊経頭蓋磁気刺激療法 

 治療開始日  ４月 １日 

 治療終了日  ５月 ７日      １２００×  １ 

90  ＊排尿自立支援加算 

 初回算定  ４月 ８日 

 通算実施回数（ ４回）       ２００×  ４ 

90  ＊排尿自立支援加算 

 初回算定  ４月 ８日 

 通算実施回数（ ６回）       ２００×  ２ 
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11．「新型コロナウイルス」に係る費用の請求に関するレセプト記載等について 

  ・新型コロナウイルス核酸検出の保険適用に伴う行政検査に係る費用の請求 

   該当公費：保険番号０９３（ＰＣＲ検査）（法別２８） 【R2.4.1～】 

  ・新型コロナウイルス感染症の軽症者等に係る宿泊療養及び自宅療養における公費負担医療 

   の提供に係る費用の請求 

   該当公費：保険番号０９４（コロナ軽症）（法別２８） 【R2.5.1～】 

 

  (1).「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」及び「保険番号０９４（コロナ軽症）」の公費負担者 

番号欄記載順については、既存の法別番号２８（「保険番号０２８（感染症入院）」）の 

公費負担医療（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律による一類感染 

症等の患者の入院（同法第３７条））と同様の取扱いとなります。 

なお、記載の優先順位は 

「保険番号０２８（感染症入院）」、 

「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」、 

「保険番号０９４（コロナ軽症）」の順となります。 

 

（例１） 

「保険番号０２８（感染症入院）」と「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」を同時に記載する 

場合は、「保険番号０２８（感染症入院）」の負担者番号を「公費負担者番号１」欄へ、 

「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」の負担者番号を「公費負担者番号２」欄へ記載します。 

 
 

（例２） 

「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」と「保険番号０９４（コロナ軽症）」を同時に記載する 

場合は、「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」の負担者番号を「公費負担者番号１」欄へ、 

「保険番号０９４（コロナ軽症）」の負担者番号を「公費負担者番号２」欄へ記載します。 
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  (2).「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」及び「保険番号０９４（コロナ軽症）」の 

公費欄一部負担金記載については、「０」を記載します。 

 

（例１）の場合 

 

 

（例２）の場合 

   

 

  (3).標準提供の診療報酬請求書（総括表）の公費負担医療欄の集計について 

   「保険番号０２８（感染症入院）」、「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」、 

   「保険番号０９４（コロナ軽症）」は各々で集計します。（同一法別でまとめません） 

 

   【注意事項】「保険番号０９３（ＰＣＲ検査）」の集計に関して 

    令和 2 年 5 月 7 日のマスタ更新データ提供により、保険番号０９３の制度名及び短縮 

制度名が変更となり、標準提供の診療報酬請求書（総括表）の作成をマスタ更新後に 

行った場合は、「２８（ＰＣＲ検査）」という名称で集計されますが、 

マスタ更新前に行った場合は、「２８（新型コロナ）」という名称で集計されます。 
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12．選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応について 

現在、レセプト作成処理で自動記載（記録）を行っているコメントについて、 

・記載要領（別表１）に掲載された選択式コメントコードによる自動記載(記録）対応 

・レセプト電算データにおいて算定日コメント記録不要分の記録取り止め対応 

を行いました。 

 

  詳細は、別表「選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応」を参照ください。 

  ■記載要領（別表１）に掲載された選択式コメントコードによる自動記載（記録）分 

   （医保レセプト：令和２年４月診療分以降で対応） 

   （労災・自賠責・公害レセプト：令和２年８月診療分以降で対応） 

  ■レセプト電算データにおいて算定日コメント記録不要分（レセプトのみ自動記載） 

   （医保・労災・自賠責・公害レセプト：令和２年４月診療分以降で対応） 

 

  補足：新たに追加されたコメントパターンのレセプト記載（記録）方法については、 

     レセ電通信医「2020005 号 診療報酬改定に伴う記録方法等について」を参照ください。 

       

https://www.ssk.or.jp/seikyushiharai/rezept/iryokikan/vendor/vendor_01.files/resetu_i_2

020005_1.pdf 

 

 

＜参考＞ 

疾患別リハビリテーション料の治療開始年月日及び疾患名の自動記載（記録）について 

※診療行為又は算定履歴で入力する疾患別リハビリテーション開始日（0998 で始まるシステム 

予約コード）及び疾患名の入力方法は従前通りで変更はありません。 

 

 １．疾患別リハビリテーション料の治療開始年月日及び疾患名の記載（記録）は、入力された 

  疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）及び疾患名の入力を元にして、 

記載要領（別表１）に掲載された選択式コメントコードにより記載（記録）を行います。 

（医保レセプト：令和２年４月診療分以降で対応） 

 （労災・自賠責・公害レセプト：令和２年８月診療分以降で対応） 

 

   【重要】 

   （１）脳血管疾患等リハビリテーション料の治療開始年月日 

発症月日、手術月日、急性増悪した月日又は最初に診断された月日は、 

      全て以下の選択式コメントコードで記載（記録）を行います。 

      「850100218 発症年月日（脳血管疾患等リハビリテーション料）」 

※診療行為で脳血管疾患等リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同 

 一剤に、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において、治療開始日を手術日・急 

性増悪日・診断日に置換するためのコメント入力を行った場合であっても、手術 

日等の選択式コメントコードがないため、全て「850100218」での記載（記録） 

となります。 

      ※手術日・急性増悪日については、選択式コメントコードが提供されたため、 

令和 2 年 9 月 24 日パッチで記載（記録）対応を行いました。 

 

 

 

https://www.ssk.or.jp/seikyushiharai/rezept/iryokikan/vendor/vendor_01.files/resetu_i_2020005_1.pdf
https://www.ssk.or.jp/seikyushiharai/rezept/iryokikan/vendor/vendor_01.files/resetu_i_2020005_1.pdf
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   （２）廃用症候群リハビリテーション料の治療開始年月日 

廃用症候群の診断又は急性増悪した月日は、 

全て以下の選択式コメントコードで記載（記録）を行います。 

「850100221 治療開始年月日（廃用症候群リハビリテーション料）」 

※診療行為で廃用症候群リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一 

剤に、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において、治療開始日を急性増悪日に 

置換するためのコメント入力を行った場合であっても、急性増悪日の選択式コメ 

ントコードがないため、全て「850100221」での記載（記録）となります。 

   （３）運動器リハビリテーション料の治療開始年月日 

      発症月日、手術月日、急性増悪した月日又は最初に診断された月日は、 

      全て以下の選択式コメントコードで記載（記録）を行います。 

      「850100224 発症年月日（運動器リハビリテーション料）」 

※診療行為で運動器リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に 

、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において、治療開始日を手術日・急性増悪 

日・診断日に置換するためのコメント入力を行った場合であっても、手術日等の 

選択式コメントコードがないため、全て「850100224」での記載（記録）となり 

ます。 

      ※手術日・急性増悪日については、選択式コメントコードが提供されたため、 

令和 2 年 9 月 24 日パッチで記載（記録）対応を行いました。 

   （４）廃用症候群リハビリテーション料の（早期・初期）リハビリテーション加算の疾患名 

廃用症候群にかかる急性疾患等の疾患名の記載（記録）は行いません。 

※診療行為で廃用症候群（早期・初期）リハビリテーション加算開始日（システム 

予約コード）と同一剤に、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において、疾患名 

のコメント入力を行った場合であっても、疾患名の選択式コメントコードがない 

ため、疾患名の記載（記録）は行いません。 

 

   【補足】 

診療行為で疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に、 

又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において入力されたコメントは、全て疾患名と 

して取り扱います。 

※治療開始日を手術日・急性増悪日・診断日に置換するためのコメントについては、 

疾患名としての取り扱いはしません。 

手術日等の選択式コメントコードがないものについては、コメントコードの置き 

換えは行いませんが、入力されても差し支えありません。 
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 ２．疾患別リハビリテーション料の治療開始年月日及び疾患名の記載（記録）方法に 

   については、以下の事例を参照ください。 

（１） 診療行為入力で、疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に 

「810000001」で疾患名を入力した場合 

4/1  .810 

          099800131 運動器リハビリテーション開始日 

          810000001 疾患名は足関節捻挫 

    7/1  .800 

          180032710 運動器リハビリテーション料（１） 

    7 月レセプト摘要欄記載例 

80 

    

＊治療開始年月日（運動器リハビリテーション料）；令和 

２年 ４月 １日 

 疾患名（運動器リハビリテーション料）；疾患名は足関 

節捻挫 

＊運動器リハビリテーション料（１） １単位 

 実施日数 １日           １８５Ｘ  １ 

    7 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,180032710,1,185,1,810000001,実施日数 １日,,,,,1,,（省略） 

CO,80,1,850100224,５０２０４０１ 

CO,,1,830100217, 疾患名は足関節捻挫 

    疾患名の文字データには「810000001」の文字入力内容を記録 

    ※令和 2 年 7 月 27 日パッチで、疾患名のレセプト摘要欄記載に 

     「疾患名（運動器リハビリテーション料）；」を付加して記載するよう修正しました。 

 

（２） 診療行為入力で、疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に 

「0082xxxxx」で疾患名を入力した場合 

    点数マスタ「008200001 疾患名＝足関節捻挫」で登録 

4/1  .810 

          099800131 運動器リハビリテーション開始日 

          008200001 疾患名＝足関節捻挫 

    7/1  .800 

          180032710 運動器リハビリテーション料（１） 

    7 月レセプト摘要欄記載例 

80 

    

＊治療開始年月日（運動器リハビリテーション料）；令和 

２年 ４月 １日 

 疾患名（運動器リハビリテーション料）；疾患名＝足関 

節捻挫 

＊運動器リハビリテーション料（１） １単位 

 実施日数 １日           １８５Ｘ  １ 

    7 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,180032710,1,185,1,810000001,実施日数 １日,,,,,1,,（省略） 

CO,80,1,850100224,５０２０４０１ 

CO,,1,830100217, 疾患名＝足関節捻挫 

    疾患名の文字データには「008200001」の登録名称を記録 

    ※令和 2 年 7 月 27 日パッチで、疾患名のレセプト摘要欄記載に 

     「疾患名（運動器リハビリテーション料）；」を付加して記載するよう修正しました。 
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（３） 診療行為入力で、疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に 

「0083xxxxx」で疾患名を入力した場合 

    点数マスタ「008300001 疾患名：」で登録 

4/1  .810 

          099800131 運動器リハビリテーション開始日 

          008300001 疾患名：足関節捻挫 

    7/1  .800 

          180032710 運動器リハビリテーション料（１） 

    7 月レセプト摘要欄記載例 

80 

    

＊治療開始年月日（運動器リハビリテーション料）；令和 

２年 ４月 １日 

 疾患名（運動器リハビリテーション料）；疾患名：足関 

 節捻挫 

＊運動器リハビリテーション料（１） １単位 

 実施日数 １日           １８５Ｘ  １ 

    7 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,180032710,1,185,1,810000001,実施日数 １日,,,,,1,,（省略） 

CO,80,1,850100224,５０２０４０１ 

CO,,1,830100217, 疾患名：足関節捻挫 

    疾患名の文字データには「008300001」の登録名称以降の文字入力内容を記録 

疾患名の文字データには「008300001」の登録名称＋登録名称以降の文字入力内容を記録 

    ※令和 2 年 7 月 27 日パッチで、疾患名のレセプト摘要欄記載に 

     「疾患名（運動器リハビリテーション料）；」を付加して記載するよう修正しました。 

     併せて、疾患名の文字データには「008300001」の登録名称＋登録名称以降の文字入力 

内容を記録するよう修正しました。 

     以下のケースを考慮した記録方法になります。 

     ※点数マスタ「008300001 疾患名：足関節捻挫」で登録、登録名称以降の文字入力無 

     ※点数マスタ「008300001 疾患名：足関節捻挫、」で登録、登録名称以降の文字入力有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト                               2020 年 4 月改定 

ORCA Project         Copyright(C)2020 ORCA Management Organization Co., Ltd. All rights reserved. 

                                            20 

（４） 診療行為入力で、疾患別リハビリテーション開始日（システム予約コード）と同一剤に 

「8301xxxxx」で疾患名を入力した場合 

4/1  .810 

          099800131 運動器リハビリテーション開始日 

          830100217 疾患名（運動器リハビリテーション料）；足関節捻挫 

    7/1  .800 

          180032710 運動器リハビリテーション料（１） 

    7 月レセプト摘要欄記載例 

80 

    

＊治療開始年月日（運動器リハビリテーション料）；令和 

２年 ４月 １日 

 疾患名（運動器リハビリテーション料）；足関節捻挫 

＊運動器リハビリテーション料（１） １単位 

 実施日数 １日           １８５Ｘ  １ 

    7 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,180032710,1,185,1,810000001,実施日数 １日,,,,,1,,（省略） 

CO,80,1,850100224,５０２０４０１ 

CO,,1,830100217,足関節捻挫 

    疾患名の文字データには「830100217」の登録名称以降の文字入力内容を記録 

 

 （５）算定履歴－コメントで疾患名を入力した場合 

4/1  .810 

          099800131 運動器リハビリテーション開始日 

    算定履歴－コメント 

         疾患名は足関節捻挫です 

    7/1  .800 

          180032710 運動器リハビリテーション料（１） 

    7 月レセプト摘要欄記載例 

80 

    

＊治療開始年月日（運動器リハビリテーション料）；令和 

２年 ４月 １日 

 疾患名（運動器リハビリテーション料）；疾患名は足関 

節捻挫です 

＊運動器リハビリテーション料（１） １単位 

 実施日数 １日           １８５Ｘ  １ 

    7 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,180032710,1,185,1,810000001,実施日数 １日,,,,,1,,（省略） 

CO,80,1,850100224,５０２０４０１ 

CO,,1,830100217, 疾患名は足関節捻挫です 

    疾患名の文字データには「算定履歴－コメント」の文字入力内容を記録 

    ※令和 2 年 7 月 27 日パッチで、疾患名のレセプト摘要欄記載に 

     「疾患名（運動器リハビリテーション料）；」を付加して記載するよう修正しました。 
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13． 選択式コメントコードによる自動記載（記録）対応について（追加対応） 

 

 １．院外湿布薬コメントの自動記載（記録）対応（外来） 

   （令和２年１０月診療分以降で対応） 

 

  「院外処方の湿布薬」と同一剤に「830100204 湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等 

  ・処方箋料）；」の入力を行った場合、院外湿布薬をコメント化「810000001」し、 

そのコメントと入力した「830100204」を診療区分 80 に記載（記録）します。 

（レセプト摘要欄の「８０その他」処方箋料の下） 

  ※同月に同一診療内容が複数回の場合（剤回数が複数回の場合）は、同じコメント内容を 

その回数分記載（記録）します。 

 

（例１）診療行為入力（院外処方）10/1 

 .230 

620007813 60 【般先】ロキソニンテープ１００ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ 

830100204  湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋料）;１日６枚、１０日分 

10 月レセプト摘要欄記載例 

80 ＊処方箋料（その他）          ６８×  １ 

＊一般名処方加算２（処方箋料）      ５×  １ 

＊【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０× 

 １４ｃｍ非温） ６０枚 

 湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋料）； 

 １日６枚、１０日分 

10 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,120002910,,68,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,80,1,120003570,,5,1,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

CO,80,1,810000001,【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０×

１４ｃｍ非温） ６０枚 

CO,,1,830100204,１日６枚、１０日分 

 

（例２）診療行為入力（院外処方）10/1、10/15 （同月に同一診療内容が２回の場合） 

 .230 

620007813 30 【般先】ロキソニンテープ１００ｍｇ １０ｃｍ×１４ｃｍ 

830100204  湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋料）;１日５枚、６日分 

10 月レセプト摘要欄記載例 

80 ＊処方箋料（その他）          ６８×  ２ 

＊一般名処方加算２（処方箋料）      ５×  ２ 

＊【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０× 

 １４ｃｍ非温） ３０枚 

 湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋料）； 

 １日５枚、６日分 

＊【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０× 

 １４ｃｍ非温） ３０枚 

 湿布薬の１日用量又は投与日数（薬剤等・処方箋料）； 

 １日５枚、６日分 
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10 月レセプト電算記録例 

SI,80,1,120002910,,68,2,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,, 

SI,80,1,120003570,,5,2,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,1,,,,,,,,,,,,,,,, 

CO,80,1,810000001,【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０×

１４ｃｍ非温） ３０枚 

CO,,1,830100204,１日５枚、６日分 

CO,80,1,810000001,【般】ロキソプロフェンＮａテープ１００ｍｇ（１０×

１４ｃｍ非温） ３０枚 

CO,,1,830100204,１日５枚、６日分 

 

  ＜補足＞院外湿布薬の７０枚を超えて湿布薬を投与した理由に関して 

   診療種別区分 980（処方せん備考）を宣言して、「830000052（７０枚を超えて湿布薬を 

   投与した理由：」のコメント入力を行った場合（剤の先頭が「830000052」である事）、 

   その剤内容をレセプト摘要欄（診療区分 80）に記載（記録）していますが、レセプト電 

算データに記録する際、「830000052」を「810000001」に変換して記録していましたの 

で、令和２年１０月診療分以降は「830000052」で記録する事とします。 

 

 

２．在医総管・施医総管の選択式コメント自動記載（記録）対応（外来） 

（令和２年１０月診療分以降で対応） 

 

  在医総管の算定がある場合、在医総管と同一剤に、当該月に算定した往診料又は在宅患者 

訪問診療料の算定日を記載（記録）します。 

「850100106 往診又は訪問診療年月日（在医総管）」 

※在医総管と同一剤に”850100106”のコメントコードがある場合を除きます。 

又、 

施医総管の算定がある場合、施医総管と同一剤に、当該月に算定した往診料又は在宅患者 

訪問診療料の算定日を記載（記録）します。 

「850100107 往診又は訪問診療年月日（施医総管）」 

※施医総管と同一剤に”850100107” のコメントコードがある場合を除きます。 

 

（例）診療行為入力（在医総管の算定がある場合） 

10/1 .140 

114033110 在医総管（在支診等・月１回・１人） 

10/5 .140 

114000110 往診料 

   10/9  .140 

             114030310 在宅患者訪問診療料（１）１（同一建物居住者９ 

10 月レセプト摘要欄記載例 

14 ＊在医総管（在支診等・月１回・１人） 

往診又は訪問診療年月日（在医総管）；令和 ２年１０ 

月 ５日 

往診又は訪問診療年月日（在医総管）；令和 ２年１０ 

月 ９日             ２３００×  １ 
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10 月レセプト電算記録例 

SI,14,1,114033110,,2300,1,850100106,５０２１００５,850100106,５０２

１００９,,,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

 

 

３．疾患別リハビリテーション料の手術・急性増悪年月日の自動記載（記録）対応（入外） 

（令和２年１０月診療分以降で対応） 

 

（１）脳血管疾患等リハビリテーション料 

    「850100389 手術年月日（脳血管疾患等リハビリテーション料）」 

「850100390 急性増悪年月日（脳血管疾患等リハビリテーション料）」 

※上記コメントコードが提供されたため、診療行為で脳血管疾患等リハビリテーション 

開始日（システム予約コード）と同一剤に、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）にお 

いて、治療開始日を手術日・急性増悪日に置換するためのコメント入力を行った場合、 

「850100218 発症年月日（脳血管疾患等リハビリテーション料）；」ではなく、 

「850100389」又は「850100390」で記載（記録）します。 

 （２）運動器リハビリテーション料 

「850100391 手術年月日（運動器リハビリテーション料）」 

「850100392 急性増悪年月日（運動器リハビリテーション料）」 

※上記コメントコードが提供されたため、診療行為で運動器リハビリテーション開始日 

（システム予約コード）と同一剤に、又は、算定履歴－コメント（Ｆ８）において、 

治療開始日を手術日・急性増悪日に置換するためのコメント入力を行った場合、 

「850100224 発症年月日（運動器リハビリテーション料）」ではなく、 

「850100391」又は「850100392」で記載（記録）します。 

 

 

４．レセプト電算データにおいて算定日コメント記録不要分対応（レセプトのみ自動記載） 

（令和２年１０月診療分以降で対応） 

 

 （１）在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料（外来） 

    「114006410 在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料（同一建物居住者以外）」 

    「114015010 在宅患者訪問リハビリテーション指導管理料（同一建物居住者）」 

    の算定がある場合の「訪問指導 〇〇日」コメント自動記載は、紙レセプトのみにな 

    ります。 

    【補足】 

     同一剤に"日"を含むコメント入力がある場合は、訪問指導日のコメント自動記載を 

行いません。 

 （２）検査（入外） 

    「160162350 ＢＮＰ」、「160181250 ＮＴ－ｐｒｏＢＮＰ」、「160116310 ＡＮＰ」 

    上記のうち２項目以上を実施した場合の「検査実施 〇〇日」コメント自動記載は、 

紙レセプトのみになります。 

【補足】 

     同一剤に「840000085」「840000087」を除いて、"日"を含むコメント入力がある場合 

は、検査実施日のコメント自動記載を行いません。 
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５．選択式コメント自動記載（記録）取り止め対応（令和２年１０月診療分以降） 

 

 （１）初回加算（局所陰圧閉鎖処置）（入院） 

    「140052170 初回加算（局所陰圧閉鎖処置）（入院）（１００ｃｍ２未満）」 

「140052270 初回加算（局所陰圧閉鎖処置）（入院）（１００ｃｍ２以上）」 

「140052370 初回加算（局所陰圧閉鎖処置）（入院）（２００ｃｍ２以上）」 

の算定がある場合の「850100269 初回加算算定年月日（局所陰圧閉鎖処置（入院））」 

コメントは、紙レセプト・レセプト電算データ共に記載（記録）が不要になったため、 

自動記載（記録）を取り止めました。 

 

６．「制限回数を超えて行う診療」に係る検査を実施した場合のレセプト記載（記録）対応 

（入外） 

 

「830100457 検選；」を使用してコメント入力を行った場合、コメント内容の末尾に 

回数の差し込みを行います。 

 

（例）診療行為入力 

.600 

830100457 検選；ＡＦＰ ４００円 

 

10 月レセプト摘要欄記載例 

60 ＊検選；ＡＦＰ ４００円 × １ 

10 月レセプト電算記録例 

CO,60,1,830100457,ＡＦＰ ４００円 × １ 

 

 


